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I 教職課程の現状及び特色 

 

1 現狀  

(1) 大学名: 愛知学泉大学 家政学部 家政学科（4年次生のみ専攻） 

      ライフスタイル学科・家政学専攻 

管理栄養学科・管理栄養士専攻 

こどもの生活学科・こどもの生活専攻 

 

所在地 愛知県岡崎市舳越町上川成 28 

 

(2) 学生数及び教員数 (和 4年 5月 1日現在) 

・ 学生数: 

ライフスタイル学科・家政学専攻    147名/大学全体 569名 

管理栄養学科・管理栄養士専攻     257名/大学全体 569名 

こどもの生活学科・こどもの生活専攻  165名/大学全体 569 名 

 

・ 教員数 教職課程科目 (教職・教科とも) 

ライフスタイル学科・家政学専攻    8名/大学全体  8名 

管理栄養学科・管理栄養士専攻     1名/大学全体 16名 

こどもの生活学科・こどもの生活専攻  13名/大学全体 13名 

 

2  特色   

学校法人安城学園 愛知学泉大学は、寺部だいが、明治 45 年に安城裁縫女学校を創立し

たことを起源に誕生している。愛知学泉大学は、女学校創立時の「女性が『生きる意志』

と『生きる力』と『生きる歓び』に満ち溢れた人生を送るためには、経済的・政治的・文

化的自立が不可欠である。」という考えを礎にしている。これは、変化のスピードが速く、

変化の方向が予測し難い現代社会においても男女問わず不変であり、その能力を修得する

ことによって、『生きる意志』と『生きる力』と『生きる歓び』に満ち溢れた人生を送る

ことができると考えている。そのために「智性・徳性・身体・感性・行動」をバランス良

く鍛え上げる自学・共学システムを開発・実践している。 

それを受け、家政学部では、「真心・努力・奉仕・感謝」の四大精神の実践を通して社

会的に自立して生きていく上で必要な①スキル・リテラシー・教養等に関する一般知識・

技能と②家政に関する専門的知識・技能と③建学の精神・社会人基礎力・pisa 型学力を統

合的に身につけ、社会に出てからは、これらの知識・技能をベースに生涯学習社会の中で

自己の潜在能力をさらに開発しながら、職場と地域の課題解決に貢献できる人材を育成し

ている。 

ライフスタイル学科では、社会の新しいライフスタイルのデザインを提案することによ

って、人々の日常生活を衣・食・住の面から支援することのできる人材を養成している。

その中に、中学校教諭一種免許状（家庭）と高等学校教諭一種免許状（家庭）を取得する

カリキュラムを設定している。 

管理栄養学科では、「食」の専門家として疾病治療、重症化予防、疾病予防、食育・食

環境の整備等管、理栄養士の資格を生かした各分野で活躍する人材を養成している。その

中に、管理栄養士国家試験受験資格に加え、栄養教諭一種免許状を取得するカリキュラム

を設定している。 

こどもの生活学科では、子どもたちの学力および社会性・社会力の基礎・基本を育てる

ことによって、人々の日常生活を子育ての面から支援することができる人材を養成してい

る。その中に、保育士資格と幼稚園・小学校教諭一種免許状を取得するカリキュラムを設

定している。 
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そのために、いずれの学科も、本学園の「真心・努力・奉仕・感謝」の四大精神のもと、

教育実践現場の理解や実践的指導力を身に付ける機会を充実させ、子どもを取り巻く環境

を理解し、それに寄りそった教育が実践できる教員養成を目指し、教職養成課程を展開す

る。 
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Ⅱ 基準領域ごとの自己点検評価 

  

1 基準領域 1 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取組 

(1) 基準項目 1-1  教職課程教育の目的・目標 

① 状況説明 

愛知学泉大学は、建学の精神及び教育理念に基づき、教育目標を達成するための卒業時

の到達目標として学位授与の方針であるディプロマ・ポリシー(以下 DP と記述)を定めて

いる。3 学科とも共通して、学士の学位を授与するにあたり、①「建学の精神、社会人基

礎力、pisa 型学力を修得して、職場と地域の人々と協働して解決していくことができる」、

②「自立した社会人として、常に自己研鑽に取組、自らの可能性を高めて社会に貢献する

ことができる」ことを定めている。家政学部の教育目標と、上記①②の下、各学科、独自

で重視している教育理念は以下の内容である。 

ライフスタイル学科では、「ライフスタイルのデザインを提案するために必要な衣・

食・住および地域活性に関連する専門的知識・技能を身に付け、地域再生に貢献すること

ができる」。管理栄養学科では、「『食』の専門家として疾病治療、重症化予防、疾病予

防、食育・食環を整えるための高度な知識と技能を持ち、人々の日常生活を健康の面から

支援できる」。こどもの生活学科では、「現代のこどもの生活問題に対する認識と現実の

保育および教育現場での課題に対する見識を深め、専門的な知識と技能を身に付け、現代

の子育て問題や教育再生、地域再生に取り組むことができる」である。 

各学科は上述の方針のもと、DP に根差した教育課程のもと、教職課程を設置している。

各学科で目指す家庭科教諭、栄養教諭、小学校教諭等の免許取得における教職課程教育の

目的・目標は、上記①にある各学科の重視している内容と重なっている。そのことを全職

員共通理解の基、単位認定、卒業認定等が厳正に行われている。 

 

② 長所 特色 

各学科とも、教職課程教育プログラムを編成している。 

ライフスタイル学科では、教育の現場で必要とする知識・技能を修得して、中学校、高

等学校の教諭（家庭）免許が取得できるカリキュラムを編成している。授業方法は、以下

①～③の３点に焦点を当てて、講義に加え事例研究・模擬授業・集団討議を行っている。 

①教育課程、指導法について学びながら、学校における教育の意義や中学校、高等学校

教諭の職務内容を理解する。②模擬授業を通して、教育指導の実践能力を養う。③教育実

習を通して、指導の重要性を体験的に確認し、中学校、高等学校の教諭としての使命感、

責任感を養う。 

管理栄養学科では、教育の現場で必要とする知識・技能を修得して、栄養教諭免許が取

得できるカリキュラム (18 科目で構成 ) を編成している。授業方法は、以下①～③の３

点に焦点を当てて、講義に加え事例研究・模擬授業・グループ討議・ロールプレイング等

実践的な学修を行っている。 

①学校における食育のあり方や栄養教諭の職務内容の理解等栄養教諭に必要な食育基本

法や学校給食法等を学修する。②食育の模擬授業や肥満・やせ、食物アレルギー等栄養教

諭に必要な個別指導の実践能力を育成する。③小学校 ( 中学校 ) の役割・組織及び栄養

教諭の職務内容に関する理解を通して、栄養教諭としての使命感と責任感を育成する。 

こどもの生活学科では、小学校教諭（幼稚園教諭含）免許を取得するための教科教育カ

リキュラムを編成し、教育の現場で活躍するための専門的知識・技能を学修している。授

業方法は、以下①～④の４点に焦点を当てて、講義に加え事例研究や模擬授業、集団討議

など行っている。 

①教育法規を通して、学校教育の意義・小学校教諭の職務内容を理解する。②小学校の

組織・職務内容を通して、教諭としての使命感・責任感を養う。③小学校の模擬授業を通

して、教育指導の実践能力を養う。④幼稚園の組織・職務内容の理解とともに、実践的な



6 
 

指導能力を養う。 

 

<根拠となる資料・データ等> 

1-1-1 愛知学泉大学 キャンパスライフ「愛知学泉大学学則」 

1-1-2 愛知学泉大学 キャンパスライフ「愛知学泉大学の３つのポリシーに関する細則」 

1-1-3 家政学部の重点目標と事業計画(教職課程委員会) 
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 (2) 基準項目 1-2  教職課程に関する組織的工夫 

  ① 状況説明 

愛知学泉大学は、認定基準を担当するにあたり十分な教育研究および実際に教育現場で

の経験のある教員を配置している。また、教職課程に関する指導のための３学科合同の

「愛知学泉大学教職課程委員会」を大学運営機構のもとに設置している。当委員会は必要

に応じて教務委員会と連携を図り、教職課程の位置づけを常に点検し、DP に基づく教職

課程の適正な運営ができる体制を整えている。 

教職課程の核に位置付けている教育実習では、実務経験のある教員を実習担当者として

配置し、各現場が必要としている人材を実習に送り出す教育実習指導を行っている。また、

教育実習については、教育委員会等連携先との調整等を本大学教務課が管理し、教育実習

指導担当の教員と連携をしながら推進している。 

教職課程に関する組織的な工夫としては、授業での疑問点や関心のある問題への取組方

等の勉学に関することや、教職に就くときなどの進路に関する相談があれば研究室を気軽

に訪ねることのできる「オフィスアワー制度」を実施している。ここでは、教員が提示し

た時間に研究室に待機し、学生からの質問や相談に対しては、時間の許す限り対応してい

る。 

さらに、教職課程教育を行う上で、教務課、就職課、入試広報課、総務課および IR 室、

情報教育委員会、図書委員会と連携して、学生が学修しやすい環境の整備に努めている。

設備については、講義室、演習ゼミ室のほか、教育実習指導や教育実践演習に必要な調理

実習室・栄養教育実習室・給食経営管理実習室・小児保健実習室・被服構成等実習室・食

品加工等実験室（理科室）・実習食堂・音楽ホール・ピアノ練習室・音楽教室・視聴覚

室・情報処理演習室・体育館・トレーニング室・幼児体育室・造形教室・美術教室など、

各学科の取得免許に応じた施設を配置している。また、各教室には、情報教育委員会とタ

イアップして、教職課程教育に必要なプロジェクタやスクリーン、コンピュータ・タブレ

ット・電子黒板・DVD やブルーレイ再生機・配信収録機器・実物投影機など ICT 機器を設

置し、教職課程における学修や模擬授業等に効果的に活用している。 

図書館は、令和 4 年 5 月 1 日時点で蔵書数は約 18 万点超、雑誌タイトル数はバックナ

ンバーも入れて約 3000 を超える種類を有している。閲覧席は 320 席を備え、外部データ

ベースや全国図書館 の複写サービスを利用可能なネットワークに加盟し、各学科教職課

程における教科・教職科目の学に十分な資料を用意している。 

 

② 長所 特色 

教員養成課程は、基準項目 1-1 の教職課程教育の目的・目標の「①状況説明」で３学科

の 

教職課程教育プログラムで述べたカリキュラム編成方針と深く関係している。それを受け、

各学科の特性を反映し、学科の DP へ反映できるよう、養成課程を有する学科の教員等で

構成された「教職課程委員会」において各教職課程を管理運営している。  

教職課程の質については、各学科とも、GPA 分布、単位取得状況、また学生個々の履修

カルテ等をもとに学科会議において定期的に点検している。また、演習科目については専

任教員が中心となり実践している。 

環境整備については、新型コロナウイルスまん延以降 ICT 教育環境を整え、Google の

classroomツールを効果的に組み合わせて、学修機会及び授業の質を担保している。 

ライフスタイル学科は、科目の配当年次を定期的に見直し、平成 31 年度からは家庭科

教諭の核となる科目である「家庭科教育法 A・B・C・D」の 4 科目について、2 年前期・2

年後期・3 年前期・3 年後期にそれぞれ配置して、4 年次の教育実習前にすべて履修して、

教育実習では実践力を発揮できるようにした。教職履修カルテは 1 年前期より半期ごとに

作成・提出させて、一人一人の学修状況を把握して、学修改善の指導を行っている。介護

等体験実習および教育実習の学外実習の履修要件は、全ての教職科目を履修済みであるこ
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ととしており、意識を高めて学修するようにしている。毎年 8 月には、主に愛知県内の現

職教員を対象とした「家庭科教員セミナー」を実施している。他大学の専門家を講師とし

て、ICT の活用や LGBTQ、消費生活などのテーマについて講義・演習をしている。このセ

ミナーへ学生も参加できるようにして、教職課程での学びをさらに広げる機会を提供して

いる。 

 管理栄養学科は、栄養教諭経験者 1 名を配置して学校栄養指導論、実習指導等を担当し、

その他の科目についてはこどもの生活学科やライフスタイル学科の教員が担当している。

免許取得に関わる履修状況については科目担当者や担任、教務委員が把握し、学科全体で

共有している。 

 こどもの生活学科は、小学校教育・幼児教育の現場経験者を積極的に採用し配置してい

る。また、同学科では、専任教員による担任制を敷き、教職課程について、免許資格取得

状況、免許資格に関連する他の資格の取得状況を、相談期間を設定して、把握して支援し

ている。 

 

 (3)  取組上の課題 

① 教職課程教育の目的・目標の３学科での共有 

教職課程教育の目的・目標を３学科で、今以上に共有することが必要である。本学は、

教職課程について、３学科とも建学の精神及び教育理念に基づいた DP を受け、全学的に、

文科省が示す学習指導要領等が示す教育方針を踏まえ、教職を目指す学生に必要な内容を

シラバスに明記し示している。それを受け、３学科の教職課程教育の目的・目標に応じて、

適切に取り組まれている。その各学科の横のつながりは、教職課程委員会が担っている。

しかし、教職課程の学びは、3 学科共通している点も多く、つながりの強化が必要である。

教職課程教育における３学科全体での取組促進のために、より目的・目標の共有を図るに

は、今以上に３学科をまとめる教職課程センター的な機関を独自に設置することが、いず

れ重要になってくると考えている。 

 

② 教職課程の改善を図る組織的取組 

上記①の「教職課程教育の目的・目標の３学科での共有」で述べた内容と重なるが、教

職課程の学びは 3 学科共通している点も多いため、今以上に３学科をまとめる教職課程セ

ンター的な機関を独自に設置することが、教員免許取得件数、教員就職率の増加につなが

ると考えている。 

 

③ 教職課程教育を行う上での施設設備の充実と活用  

今後、学生が教職に就いた時には、ICT 化がさらに進化していくと考えられる。そのた

め、今以上に ICT を活用した模擬授業等の演習が充実するように、本学の情報教育委員会

とタイアップして、教職課程教育を行う上での施設設備の充実を、全学的に模索する必要

がある。 

 図書館の図書については、各教科の指導法の充実のために、免許取得に関する教科用図

書と指導書を、本大学の地域の学校等が実際に使用している出版社のものを揃える必要が

ある。尚、教職に関する図書を教職課程センター的な場所に集約することも考えられる。 

 

<根拠となる資料・データ等>  

1-2-1 愛知学泉大学 キャンパスライフ「愛知学泉大学の３つのポリシーに関する細則」 

（1-1-2再掲） 

1-2-2 愛知学泉大学 キャンパスライフ「オフィスアワー」 

1-2-3 愛知学泉大学 キャンパスライフ「施設紹介」「施設等利用規則・図書館利用規則」 

 

2 基準領域 2 学生の確保 
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(1) 基準項目 2-1 教職を担うべき適切な人材 (学生)の確保・育成 

① 状況説明 

 本学は、３学科共に建学の精神及び教育理念に基づき、入学者受け入れの方針であるア

ドミッション・ポリシー(以下 AP と記述)を定めている。３学科の APを以下に示す。 

 ライフスタイル学科では、暮らしに関わる様々な事象に強い関心を抱き、より良い生活

のあり方を提案しうる能力を持った生活者及び、衣・食・住および地域活性のエキスパー

トとして社会に貢献したいという意欲を持った人を受け入れている。 

 管理栄養学科では、栄養学に強い関心を抱き、「疾病治療」・「疾病予防」・「食育・

食環境の整備」などの分野で管理栄養士として社会に貢献したいという意欲を持った人を

受け入れている。 

 こどもの生活学科では、子どもの教育・保育に関して強い関心を抱き、この分野の専門

家として社会に貢献したいという意欲を持った人を受け入れている。 

この入学者受け入れの礎となる AP は、３学科とも、ホームページ上の「学生募集要項」

等と合わせて、高校生対象の「なるには講座」、「高校訪問」、「新入学ガイダンス」を

通じて、３学科が志願者に求める資質能力を公開している。とりわけ、オープンキャンパ

ス（以下 OC と記述）では、３学科がそれぞれに AP の説明を丁寧に行っている。また、入

試においても、試験官の評価指標に明記している。 

 ３学科の AP は、学科の目標であり、それぞれの免許取得を目指す学生の根底に据える

べき内容となっている。よって、教職課程に即した適切な人材を受け入れていると言える。 

また、入学者には AP から DP に向けて、教育課程編成・実施の方針であるカリキュラ

ム・ポリシー（以下 CPと記述）の基、適切に育成が行われている。 

 

② 長所 特色 

３学科は、AP に適合する意欲や基礎的学力を基盤とした学生を受け入れ、多様な進路に

結びつく学修プログラムの一つとして教職課程を有している。入学者を対象とした説明会

実施による当プログラムの周知・理解、プログラム過程における価値観や志向態度の能力

の育成に努めている。 

教職を担うべき適切な学生の育成のために、教育の現場で活躍するための専門的知識・

技能を学修し、法令等に適合した適正な養成を行っている。各学科の教職課程教育プログ

ラムにおける育成のための授業方法は以下のとおりである。 

ライフスタイル学科の授業方法として、家庭科教諭免許取得のために、講義に加え事例

研究・模擬授業・集団討議を行っている。具体的には、①教育課程、指導法について学び

ながら、学校における教育の意義や中学校、高等学校教諭の職務内容の理解。②教員の組

織・職務内容の理解や実習体験による中学校、高等学校の教諭としての使命感、責任感の

醸成。③模擬授業を通した教育指導の実践能力の育成等、学修する。 

 管理栄養学科の授業方法として、栄養教諭免許取得のために、講義に加え事例研究・模

擬授業・グループ討議・ロールプレイング等実践的な学修方法を取り入れている。具体的

には、①食育基本法や学校給食法等、教育法規を通した栄養教育の意義や在り方栄養教諭

の職務内容の理解。②栄養教諭の組織及び職務内容の理解や実習体験による栄養教諭とし

ての使命感と責任感の醸成。③食育の模擬授業や肥満・やせ、食物アレルギー等栄養教諭

に必要な個別指導の実践能力の育成等、学修する。 

 こどの生活学科の授業方法として、小学校等教諭免許の取得のために、講義に加え事例

研究や模擬授業、集団討議などの学修を取り入れている。具体的には、①学校教育法等、

教育法規を通した学校教育の意義や在り方・小学校教諭等の職務内容の理解。②教員の組

織・職務内容の理解や実習体験による小学校教諭等としての使命感・責任感の醸成。③各

教科や道徳の模擬授業を通した、実践的な指導能力の育成等、学修する。 

   

<根拠となる資料・データ等> 
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2-1-1 愛知学泉大学 キャンパスライフ「愛知学泉大学の３つのポリシーに関する細則」 

（1-1-2再掲） 

2-1-2 学生募集要項（ホームページ）https://www.gakusen.ac.jp/u/ 

2-1-3 大学案内 

2-1-4 なるには講座一覧 

2-1-5 入学ガイダンス案内 

2-1-6 オープンキャンパス実施計画 

 

 (2) 基準項目 2-2 教職へのキャリア支援 

① 状況説明 

進級・就職は、入学から始まる学生生活の延長線上にある。入学時における学修のつま

ずきは、教職への道を閉ざすものともなる。そこで、教職を目指すための土台をしっかり

させるために、リメディアル教育プログラムを実施している。ライフスタイル学科では、

入学時にスクリーニングテストを行い、学力が不足していると判断された学生に対しては

補習を実施している。また、管理栄養学科・こどもの生活学科では、読解力、数読理解

（計算含む）をリメディアル教育内容として設定し、１年次に専門科目を学ぶための導入

教育として配置している。 

また、2019（平成 31・令和元）年度からは、全学科 1 年次生に対して読解力を備えるこ

とを目的として「リーディングスキルテスト（RST）」を実施している。2022（令和 4）年

度からは 2019 年度入学生である 4 年次生にも読解力の成長度合いを測るために実施し、

次年度以降も本事業は継続する予定である。 

教職に関するキャリア教育プログラムでは、３学科共通で、卒業後に教諭として自立し

て生きていくための能力を育成し、人生に必要な様々な力を修得するために、教職の指導

法に関する科目や教職の基礎的理解に関する科目等の学修を中心に学修している。特に教

職に関するキャリア支援では、各種の実習とその事前・事後指導を通して、教育職に就く

ための能力と組織の中で働く責任感や使命感を育成している。また、教育職の現場で働く

社会人や諸先輩の話を聴き、自分がどのような適性を持ち合わせているかを考え、社会に

対してどのように貢献していくかを考える力を育成している。 

その他、教職課程委員会主導で、各教育委員会の人事担当指導主事の来学を要請した

「教員採用試験説明会」、教員による「教員採用試験対策講座」を開設している。特に、

こどもの生活学科では、教職保育特論として教員になるための基礎講座や、学校等のボラ

ンティアであるエクスターンシップを位置付け実施している。また、現職教員を招いての

「教職シンポジュウム（３学科、全学年参加可））を８月に実施している。 

 なお、教職へのキャリア支援として、「基準項目 1-2 教職課程に関する組織的工夫」

でも述べた、教職に就くときなどの進路に関する相談があれば研究室を気軽に訪ねること

のできる「オフィスアワー制度」を実施している。 

  

② 長所・特色 

 教職課程センターは、本大学にはないが、教職対策室を学科ごとに教職課程委員の研究

室を、オフィスアワー以外に、教職に関する相談・採用試験の支援・就職課からの採用試

験情報の橋渡し等、きめ細やかに教職に関するキャリア支援を行っている。長所として、

特に挙げられるのが、各学科の教職課程委員の研究室で、「教育の在り方」「教育の難し

さ」「子ども理解のあり方」「保護者への対応」等、時間をかけた話し合いが行われてい

ることである。その深い話し合いにより、採用試験に合格してもすぐに辞めてしまう教員

はいない。また、採用試験に合格しなかったとしても、講師を続け、何年かけても教員に

なるという強い意志を持ち続ける卒業生がほとんどである。 

「教職シンポジウム」は、残念ながらコロナ禍の影響で、中止とした。これまでに４回

を数え、現場の教員の話を聞き、進路に迷っている学生にとり、よい刺激と、教員になる
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という気道を固めることに役立っている。 

文科省が推奨しているインターンシップである、本大学の学校等のボランティア（エク

スターンシップ）は、教職シンポジュウム」同様、教員になるという意志を固めることに

役立っている。 

  

（３） 取組上の課題 

① 教職を担うべき適切な人材 (学生)の確保・育成における取組上の課題 

ここでの課題は、教員になるという魅力を伝える教職指導を充実させることである。 

ライフスタイル学科では、1 年時に約半数くらい履修、管理栄養学科においては、教職

を目指して入学してくる学生は多くない。また、こどもの生活学科では、保育士資格・幼

稚園教諭・小学校教諭の３免許取得ができ、多くの学生の第一希望が保育士である。よっ

て、教職を目指す学生を少しでも増やすために１年生時から、教員免許取得に関する教科

や教職シンポジュウム等で、教員になるという魅力について伝えていく必要がある。 

また、教職を目指すという進路選択の意思が決まらず、採用試験に対する取組が遅延す

る学生も存在する。そのような学生に、今以上により丁寧な個別指導を行い、教職課程履

修の意思確認や取組の姿勢確認に努める必要がある。 

 

② 教職へのキャリア支援における取組上の課題 

ここでの課題は、教職に就くための早期支援である。 

上述のように、読解力をつけさせ、その成長度合いを測るためにリーディングスキルテ

スト（RST）を導入しているが、残念ながら本年度の結果を見ると期待する効果は表れて

おらず、今後の全学的な対応、検討が必要である。 

本学では、低学年時から教職を目指すという進路を決定させ、そのことの優位性を学生

に話している。しかし、学生自身の人生であり、迷う時期を否定するわけにもいかない。

そこに大学教員としての葛藤が生まれている。今後の採用試験の早期化に伴い、教職に関

する学修の充実を保障しつつ卒業後の進路決定の支援をより強化し、教職に関する就職活

動関係の情報提供をさらに充実する必要がある。 

 

<根拠となる資料・データ等> 

2-2-1 愛知学泉大学 キャンパスライフ「キャリア教育プログラム」 

2-2-2 愛知学泉大学 キャンパスライフ「リメディアル教育プログラム」  

2-2-3 教採対策ハンドブック  

３ 基準領域３ 適切な教職カリキュラム 

(1) 基準項目 3-1 教職課程カリキュラムの編成・実施 

① 状況説明 

本大学は、建学の精神及び教育理念に基づき、３学科共通した①「建学の精神、社会人

基礎力、pisa 型学力を修得して、職場と地域の人々と協働して解決していくことができ

る」、②「自立した社会人として、常に自己研鑽に取り組み、自らの可能性を高めて社会

に貢献することができる」DP を定め、そのうえで、３学科それぞれの DP を決めている。

それに基づき、学習成果としての資質・能力を身につけられるよう、CPを定めている。 

ライフスタイル学科は、中学校教諭一種免許状（家庭）・高等学校教諭一種免許状（家

庭）。管理栄養学科は、栄養教諭一種免許状、管理栄養士国家試験受験資格。こどもの生

活学科は、小学校教諭一種免許状・幼稚園一種免許状・保育士資格が取得できる。３学科

とも免許資格にふさわしい能力を求めており、それに対応した教育を構成している。 

教職課程カリキュラムは各学科とも豊かな人間性の育成とともに、資格取得に必要な専

門的知識・技能の修得として、講義・演習・実習の３タイプの授業を展開している。さら

に、講義の中に模擬授業などの実践的な体験の機会を組み入れ、免許・資格に応じた専門

教育プログラムを用意している。また、コアカリキュラムを踏まえて教育課程全体を学生
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がより主体的に学修できるように、３学科とも教育課程における各科目の関連性を明確化

するために「カリキュラムマップ」を作成し、ホームページにて公開し、入学ガイダンス

等の機会に周知している。 

教育課程の実施においては、GPA 制度を導入し、当該学期の GPA が低迷している学生に

対し、学生の学習意欲の向上及び適切な修学や進路指導に利用している。具体的には、当

該学期の GPA が 1.0 未満の学生に対し、学生自身の履修計画の指導や、指導教授等の面

談による修学指導に利用している。 

教育課程にあるすべての科目のシラバスは HP 上にて公開されている。シラバスは教務

委員会が策定したシラバス作成要項に従って作成され、授業の概要と方法・授業の目標・

授業外に行うべき学修活動 (準備学修・事後学修)・評価方法等を示している。 

各項目においては、令和 3 年度の教育職員免許法施行規則及び教職課程認定基準等の改

正において教職課程全体を通じた ICT 活用指導力の育成への取組が重要視されていること

を踏まえた ICT の積極的な活用、アクティブ・ラーニングの推奨、DP に基づく学習成果

との関連の記載、評価項目による配分の割合、 課題（試験、レポート等）に対するフィ

ードバック方法の明示等を求め、教務委員等によるチェックのもと適宜修正の上、前期履

修登録前に公開している。 

 

 

② 長所・特色 

教職課程プログラムとして、ライフスタイル学科では、教育の現場で必要とする知識・

技能を修得して、中学校、高等学校の教諭（家庭）免許が取得できるカリキュラムを編成

している。管理栄養学科では、教育の現場で必要とする知識・技能を修得して、栄養教諭

免許が取得できるカリキュラムを編成している。こどもの生活学科では、小学校・幼稚園

の教諭免許を取得するための教科教育カリキュラムを編成し、教育の現場で活躍するため

の専門的知識・技能を学修している。３学科とも、講義に加え事例研究・模擬授業・集団

討議・ロールプレイング等、課題解決的な実践的な学修方法を取り入れている。 

具体的には、①学生同士、学生と教員とのコミュニケーションを重視する対話型授業、

②グループワークを取り入れ、発表を重視する協力・協働型授業、③知的好奇心を刺激し、

自ら学ぶ意志を引き出すような啓発型授業を実践している。その学修成果については、学

期末テストだけでなく、レポートや小テスト、作品提出、学修発表などによって定期的に

理解度・習熟度を確認し評価を行っている。また、DP の能力形成を評価できるルーブリッ

クを用いて、評価の可視化を行っている。 

実習にあたっては、教職課程委員会で検討し、実習のための心構え等を示した実習の手

引きを作成し学生に事前指導に活用している。教務課は、この手引きを実習校に郵送し、

どのような事前指導がなされたかについて明確に示している。尚、指導にあたっては、実

務経験のある教員をできる限り配置している。 

 

＜根拠となる資料データ等>  

3-1-1 カリキュラムマップ 

3-1-2 シラバス(2022 年度版) 

3-1-3 愛知学泉大学 キャンパスライフ「GPA制度について」 

3-1-3 シラバス https://www.gakusen.ac.jp/u/ 

3-1-4 愛知学泉大学 実習の手引き 

 

(2)  基準項目 3-2 実践的指導力養成と地域との連携 

① 状況説明 

社会との連携事業の推進に努めている。豊田市の北東部に位置する旭地区は、本学の横

を流れる矢作川上流部にある。旭地区は、人口 2,673 人、世帯数 1,083 世帯、人口密度

https://www.gakusen.ac.jp/u/
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32.5 人/㎢の高齢化が進む過疎地である。平成 25 年より 「旭地区と愛知学泉大学との連

携協力」を締結している。その地域への人的交流と奉仕活動を中心にしたボランティア活

動を３学科とも、１年生時の教養分野科目「未来へつなぐアウトリーチ」として開講され

ている。 

教員を志す学生にとって、この「未来へつなぐアウトリーチ」は、本学の「真心・努

力・奉仕・感謝」の四大精神と社会人基礎力と pisa 型学力を発揮する最適の機会となっ

ている。この旭地区と協働する体験を通して、教員として重要なコミュニケーション能

力・感謝の念・マナーを守る・責任ある行動等の資質を培われていっている。また、この

活動は、発表の機会を設定しており、プレゼンテーション能力の育成にもつながっている。 

実習については、愛知県教育実習 (小・中学校) 私大協議会が教育委員会や私立連盟等

と定期的な協議を開催、平等で円滑な受け入れ先の配当や教員養成における現状や課題の

共有・意見交換を行い、連携協力の体制を整えている。また、教員の実習先への訪問指導

では、実習生の指導のみならず、これから実習に行く学生への指導に生かせるように留意

点などを聞き出すよい機会としている。 

また、ボランティアは、学校の科目に位置付けられている小学校エクスターンの他に、

教育活動の一環として自主的に取り組むことができるように、常に情報を提供している。 

 

② 長所・特色 

上記以外に、教育実践現場の理解や実践的指導力の涵養を図る機会を用意している。例

えば、子育て支援の場である「岡崎げんき館」にて、学生が主体となって『学泉のお姉さ

ん・お兄さんと遊ぼう』の企画・運営である。また、ボランティアでは、名古屋市のトワ

イライトスクール、児童福祉施、放課後児童クラブ等、子どもと関わる体験をしたりする

活動を推奨している。さらに、多くの学生がアルバイトをしているが、学習塾の先生や体

操教室等、教えることを学ぶ機会としての選択を推奨している。いずれも子どもの活動を

観察するなど、実習だけでは学ぶことができない貴重な体験になっており、正課における

現場実習の学びを深める機能を果たしている。 

 

 (3) 取組上の課題 

① 教職課程カリキュラムの編成・実施の取組上の課題 

ここでの課題は、教職課程科目における模擬授業のさらなる充実である。小学校等の学

校で行われる授業は 45～50 分単位となっている。教職課程を履修した学生は、教育実習

では、２～３週間の間に、10 時間以上の授業を経験する。また卒業後、正規採用、講師採

用に関わらず、すぐに教壇に立ち授業を行う。本学では３学科とも、模擬授業は、教職課

程カリキュラムの各科目に適切に位置づけられている。しかし、時間的に、繰り返し模擬

授業を行う時間は生み出されていない。今後、教職課程カリキュラム外に、学生同士が切

磋琢磨しながら自主的に模擬授業を公開し合う時間と場所の設定が必要である。 

 

② 実践的指導力養成と地域との連携の取組上の課題 

 ここでの課題は、実践的指導力養成のために各体験等と教職課程履修の連関の弱さであ

る。本学科では、実践的指導力養成のために、未来へつなぐアウトリーチ、各ボランティ

ア等、を通して、社会が教育に何を要請しているか、学校現場が何を求めているかを理解

するために、様々な体験活動の奨励、及び地域の教育現場で教職に就いている卒業生たち

から教職課程を履修している学生が話を聞く機会を設けている。それぞれ、それらの体験

に伴うワークシートへの記入を行っているが、そのことが、教職に就いたときにどのよう

に還元されていくかについての視点に欠けている。各体験等と教職課程履修の連関を明確

にし、教職課程履修の学生の意欲付けにつなげる必要がある。 

 

<根拠となる資料・データ等> 



14 
 

3-2-1愛知学泉大学と豊田市旭地区連携協力に関する協定書 

Ⅲ 綜合評価 

基準領域１「教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取組」においては、

本学の建学の精神及び教育理念、及び大学 DP を踏まえた各学科独自の教育理念に基づい

た教職課程の実施を行っている。教職員の共通理解に向けては、年度初めの学部会議にて、

昨年度末に策定した教職課程委員会の目的「教職課程履修者に対し、教育目標に基づいた

教職指導を行い、教員免許を取得させるとともに、教職希望を実現する」と、目標「①小

学校教諭・家庭科教諭・栄養教諭の採用増、②高校訪問、入試広報等により小学校教諭を

希望する入学生の確保、③教職採用試験に向けて、採用試験に向かう学修意欲の強化、④

各学科全教員による組織的な体制で教職指導の取組」を示してきた。また、目標に応じた

事業計画を「前期１・前期２・後期１・後期２」に 4 分割し、どの時期に、どのように取

り組むかも、全教員に提示してきた。そのことにより、漠然としていた教職指導は、より

具体的になっている。課題については、前述したとおりであるが、教職課程教育の目的・

目標を３学科で、今以上に共有するために、事業計画について「前期１・前期２・後期

１・後期２」それぞれの時期ごとに評価を行っていきたいと考えている。尚、教職課程教

育の充実のために、3 年後には、ICT 教育にも対応できる教職課程センター的な機関を独

自に設置することを努力目標としたい。 

 

基準領域 2「学生の確保」においては、３学科の教職課程に関する AP に沿う学生を募集

している。この AP は、３学科とも「学生募集要項」「なるには講座」、「高校訪問」、

「新入学ガイダンス」「OC を通じて、AP の説明を丁寧に行っている。入学者の確保につ

いては、OC時に行われる教職に関するミニ授業が、入学の動機になっている学生が多い。 

育成では、AP に基づき CP が適切に設定されている。CP では、各免許取得に向けて、講

義に加え事例研究・模擬授業・集団討議・ロールプレイングを多様な授業方法を工夫し、

教職を志望する学生への意識の涵養に努めている。この多様な授業方法は、実際に教職に

就き、学校現場での授業方法のモデルとして役立っていることを卒業生から聞いている。 

キャリア支援においては、入学直後からはじまる「リメディアル教育プログラム」や、

大学生活を通して行われる「オフィスアワー制度」、「学校等のボランティア（エクスタ

ーンシップ）」は、「教職シンポジュウム」は、キャリア意識の醸成に役立っている。 

ただし、教育現場への就職が少数であることは課題として認識しており、その一因とし

て教職を目指すという進路決定が遅く、今後、早い時期からの教職を目指すという意識化

を図ることが重要になっている。 

基準 3 「適切な教職課程カリキュラム」においては、シラバス等、カリキュラムは定

期的に見直し適切に運営されている。今年度より、こどもの生活学科では、教育実習をこ

れまでの４年生前期から、３年生後期にしている。理由は、愛知県の採用試験がこれまで

の実施より前倒しになるという情報もあり、それに対応した結果である。その変更により

どんな影響がでて、他の学科でも可能かどうか、今後検証したうえで、より良い方法を追

究することが、次年度の大きな課題である。 

「実践的指導力養成と地域との連携」においては、カリキュラムに位置付けられ可能な

範囲で充実を図っている。今後、大学生活のなかで生み出せる時間は、教職課程カリキュ

ラム外に、学生同士が切磋琢磨しながら自主的に教職に取り組む場の設定である。その核

に、教職センターが設立され位置付けられるとよいと考えている。 
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IV 「教職課程自己点検評価報告書」 作成プロセス  

本報告書の作成に当たっては、令和 4 年 4 月に開催された愛知学泉大学評価委員会にお

いて、愛知学泉大学教職課程委員会において、次の手順にて進めることを確認した。 

  

第 1 プロセス：実施方針及び実施手順(自己点検評価の目標、実施組織、実施期間、実

施 

対象を含む)を提案し、検討する。 

第 2プロセス：各学科の教職課程カリキュラムやシラバス内容を含む教育活動の法令由 

       来事項について点検する。  

第 3プロセス：各学科の教職課程委員は、それぞれの教職課程の自己点検評価の進め 

方(観点や収集資料等を含む)を検討する。 

第４プロセス：教職課程の自己点検評価の実施について最終確認する。 

第５プロセス：各学科の教職課程委員と協働して自己点検評価を実施し、活動成果をも

とに報告書を作成する。 

第６プロセス：自己点検評価報告書を最終確認した後、愛知学泉大学評価委員会は、承

認 

したうえで、情報を公表する。 

第７プロセス：自己点検評価活動によって確認した大学全体の事業計画の一部として改 

善を策定する。 
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Ⅴ 現状基礎 

 データ一覧                     令和 5年 5月 1日現在 
設置者 学校法人 安城学園 

大学名称 愛知学泉大学 

学部・学科 家政学部家政学科 家政学専攻 管理栄養士専攻 こどもの生活専攻 

１ 卒業者数、教員免許取得者数、教員採用者数 

1  昨年度卒業者数 家政学 25 名 

管理栄養士 40 名 

こどもの生活 40 名 

計 105 名 

② ①のうち、就職者数 

（企業、公務員等を含む） 

家政学 22 名 

管理栄養士 40 名 

こどもの生活 38 名 

計 100 名 

③ ①のうち、教員免許取得者の実数 

（複数免許取得者も１と数える） 

家政学 8（中 8,高 8） 名 

管理栄養士 6 名 

こどもの生活 37（幼 37,小 30） 名 

計 51 名 

④ ②のうち、教職に就いた者の数 

（正規任用者＋臨時的任用者の合計

数） 

家政学 1 名 

管理栄養士 0 名 

こどもの生活 8 名 

計 9 名 

 ④のうち、正規採用者数 家政学 0 名 

管理栄養士 0 名 

こどもの生活 0 名 

計 0 名 

 ④のうち、臨時的任用者数 家政学 1 名 

管理栄養士 0 名 

こどもの生活 8 名 

計 9 名 

２ 教員組織 

 学科 教授 准教授 講師 助教 その他（客員） 

教

 

員

 

数 

ライフ 6 0 2 0 0 

管理栄養 6 7 2 1 0 

こどもの生活 5 4 3 1 0 

計 17 11 7 2 0 

 相談員・支援員など専門職員数  0 名 
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令和 4年度教職課程自己点検評価報告書 資料 データ等 
1-1-1 愛知学泉大学 キャンパスライフ「愛知学泉大学学則」 

1-1-2 愛知学泉大学 キャンパスライフ「愛知学泉大学の３つのポリシーに関する細則」 

1-1-3 家政学部の重点目標と事業計画(教職課程委員会) 

1-2-1 愛知学泉大学 キャンパスライフ「愛知学泉大学の３つのポリシーに関する細則」 

（1-1-2再掲） 

1-2-2 愛知学泉大学 キャンパスライフ「オフィスアワー」 

1-2-3 愛知学泉大学 キャンパスライフ「施設紹介」「施設等利用規則・図書館利用規則」 

2-1-1 愛知学泉大学 キャンパスライフ「愛知学泉大学の３つのポリシーに関する細則」（1-1-2

再掲） 

2-1-2 学生募集要項（ホームページ）https://www.gakusen.ac.jp/u/ 

2-1-3 大学案内 

2-1-4 なるには講座一覧 

2-1-5 入学ガイダンス案内 

2-1-6 オープンキャンパス実施計画 

2-2-1 愛知学泉大学 キャンパスライフ「キャリア教育プログラム」 

2-2-2 愛知学泉大学 キャンパスライフ「リメディアル教育プログラム」リメディアル資料  

2-2-3 教採対策ハンドブック 

3-1-1 カリキュラムマップ 

3-1-2 シラバス(2022年度版) https://www.gakusen.ac.jp/u/ 
3-1-3 愛知学泉大学 キャンパスライフ「GPA制度について」 

3-1-3 シラバス https://www.gakusen.ac.jp/u/ （3-1-2再掲） 

3-1-4 愛知学泉大学 実習の手引き 

3-2-1 愛知学泉大学と豊田市旭地区連携協力に関する協定書 

 


